
公害資料館ネットワーク

（特非）　長野県NPOセンター

公害経験から教訓へ　
公害教育の普遍化事業

長野発・SDGs実現に向けた学生アクショ
ンプラン「youth reach」

イベント参加者 275 人

電子書籍の発行 11 冊

今年度計画の達成度 85 ％

目標達成度 85 ％
 日本全域、長崎県

 長野県
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活動地域

活動地域

活動内容と成果
新型コロナウイルス禍は「現地での学び」を大切にし
てきた公害資料館ネットワークにとって足元を見直
すきっかけとなった。オンラインによるイベントを6
回開催し、来年度フォーラムを長崎で開催するため
に、長崎にて現地実行委員会を立ち上げ、その実行委
員会と協力してナガサキピースミュージアムにて、
公害資料館ネットワーク共通展示パネルと各公害資
料館を紹介するパネルを展示する企画展「影、光る―
全国公害資料館からのメッセージ―」を開催した。ま
た活動を広報するためのたよりの発行や、ホーム
ページの改変、電子書籍の発信などを行った。

活動内容と成果
今年も引き続き高大生主体で持続可能なまちづくり
や、SDGs実現のためのアクションプラン実施にあた
り伴走支援を行ってきた。第6回全国環境ユース活動
発表大会で先生が選ぶ特別賞を受賞した、ゴミ拾い
とゲーム要素を掛け合わせたGomitomo「清走中」の
活動や、ゴミ拾いをしながらグローバル気候変動
マーチを実施した。
また長野県からSDGs全国フォーラムでの登壇依頼
があったり、信濃毎日新聞からSDGsを推進している
企業への取材同行依頼など協働事業の申し出があっ
た。地域とのつながりもできつつある。

課　題
公害の被害にあった地域では情報の風化が著しく、
公害の経験を共有することが困難になっている。

目　標
知識注入型の公害教育だけでなく、双方向及び参加
型の公害教育が、公害資料館及び公害被害地で年に1
回は開催されるようになる。

課　題
環境活動を含む地域活動の担い手の高齢化と、持続
可能なまちづくりへの若年層の意識の低下。

目　標
長野県内の高大生が自然環境や長野の将来などを自
らの課題として捉え行動を起こし、様々な方と関わ
りながら、複数の課題を自分たちなりの方法で解決
している状態。

〒712-8034
岡山県倉敷市水島西栄町13-23
電話：086-440-0121
E-mail：kougaishiryoukan@
gmail.com 
HP：https://kougai.info/

〒381-0034
長野県長野市大字高田1029-1
電話：026-269-0015
E-mail：youth@npo-nagano.org
HP：https://youthreach-n.com/

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
オンラインの環境整備については世
代ごとや団体別に差があり、慣れて
いない人たちへのサポートに苦労し
た。

■工夫した点
ホームページの改変とともに、組織
の持続可能なあり方について議論し
た。

■苦労した点
対面での活動が制限されていたた
め、心通じ合うコミュニケーション
を取ることに苦戦した。

■工夫した点
高大生の活動拠点利用の際に検温、
消毒を実施し、新型コロナウイルス
対策を徹底した。

来年度は長崎での公害資料館連携フォーラム開催を目指している。公害での学び
を広げて、発信できるようにし、また、イベントの開催方法も見直していく。

高大生主体の活動をより一層、地域として応援していただけるようにネットワーク
の構築に努めていきたい。
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ナガサキピースミュージアムで意見交換ナガサキピースミュージアムで意見交換

Gomitomo「清走中」実施Gomitomo「清走中」実施

ナガサキピースミュージアムで企ナガサキピースミュージアムで企
画展開催画展開催

グローバル気候変動マーチにゴミグローバル気候変動マーチにゴミ
拾いで参加拾いで参加

アクションプラン
参加者（高大生） 53 人

アクションプラン数 10 個

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 70 ％
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